
江
戸
の
職
人
技
を
継
承
す
る

台
東
区
の
伝
統
工
芸
品

浅
草
の
浅
草
寺
、
上
野
の
寛
永
寺
を
始
め

と
す
る
寺
町
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た

台
東
区
は
、
江
戸
の
市
域
が
再
編
さ
れ
、
拡

大
す
る
に
つ
れ
て
多
く
の
職
人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
遊
里
（
吉
原
）

や
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
の
劇
場
が
浅
草
に

移
さ
れ
、
浅
草
が
江
戸
随
一
の
盛
り
場
と
し

て
栄
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
職
人
の
技
能
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
も

と
、
台
東
区
に
は
多
く
の
職
人
が
集
ま
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
伝
統
の
技
を
受
け
継
ぎ
、

活
躍
を
続
け
て
い
ま
す
。
台
東
区
の
伝
統

工
芸
品
に
は
、
シ
ャ
ー
プ
な
模
様
が
美
し

い
江
戸
切
子
、
金
釘
を
使
わ
ず
組
み
立
て

ら
れ
た
江
戸
指
物
の
箪
笥
類
、
提
灯
に
描

く
「
江
戸
文
字
」
に
職
人
の
個
性
が
表
れ

る
江
戸
手
描
提
灯
、
江
戸
漆
器
、
江
戸
押

絵
羽
子
板
な
ど
、
多
種
多
様
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

伝
統
工
芸
品
を
広
く
紹
介
す
る

「
江
戸
た
い
と
う
伝
統
工
芸
館
」

台
東
区
の
伝
統
工
芸
品
を
紹
介
し
て
い
る

「
江
戸
た
い
と
う
伝
統
工
芸
館
」
で
は
、
約

50
業
種
・
２
５
０
点
余
り
を
常
設
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
国
内
外
の
方

に
伝
統
工
芸
品
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
館
内
に
設
置
し
た
大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
日
本
語
・

英
語
・
繁
体
字
・
簡
体
字
・
韓
国
語
で
各
工

芸
品
の
詳
し
い
解
説
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
正
月
行
事
を

復
活
さ
せ
た「
浅
草
流
鏑
馬
」

台
東
区
に
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
歴
史

と
伝
統
を
有
し
た
四
季
折
々
の
行
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
浅
草
で
の
流
鏑
馬
の

歴
史
は
大
変
古
く
、
江
戸
時
代
、
浅
草
神
社

の
正
月
行
事
と
し
て
毎
年
１
月
５
日
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
台
東
区
で
は
、
こ
れ
を

観
光
行
事
と
し
て
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年

に
再
現
し
、
以
降
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

鎌
倉
武
士
の
狩
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
射
手

が
、
疾
走
す
る
馬
上
か
ら
弓
矢
を
放
ち
、
壱

ノ
的
、
弍
ノ
的
、
参
ノ
的
を
次
々
と
射
抜
き

ま
す
。
今
年
の
第
41
回
浅
草
流
鏑
馬
は
、
４

月
19
日
に
隅
田
公
園
の
特
設
馬
場
内
（
す
み

だ
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
～
言
問
橋
間
）
で
開
催

し
、
多
数
の
来
場
者
が
見
守
る
中
で
射
手
の

妙
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
に
始
ま
る
伝
統
の
花
火
を

受
け
継
ぐ「
隅
田
川
花
火
大
会
」

「
隅
田
川
花
火
大
会
」
は
、
享
保
18

（
１
７
３
３
）
年
に
始
ま
っ
た
両
国
の
花
火

の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
花
火
大
会
で
す
。

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
『
名
所
江
戸
百
景
』
に

も
描
か
れ
て
い
る
両
国
の
花
火
は
、「
両
国

の
川
開
き
」
と
い
う
名
称
で
、
昭
和
36

（
１
９
６
１
）
年
ま
で
両
国
橋
上
流
で
打
ち

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
事
情

の
悪
化
等
に
よ
り
、
翌
年
以
降
、
開
催
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
53

（
１
９
７
８
）
年
、「
隅
田
川
花
火
大
会
」
と

し
て
復
活
し
、
今
年
で
48
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
年
７
月
下
旬
に
開
催
し
、
約
２
万
発

の
花
火
が
打
ち
上
が
り
ま
す
。

江戸たいとう伝統工芸館
場所：台東区浅草2-22-13　TEL：03-3842-1990
開館時間：10時～18時　
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入場料：無料

巻頭特集 425� 25/07/29

（左上）江戸手描提灯（右）江戸押絵羽子板
（左下）江戸切子

隅田川花火大会

浅草流鏑馬

台東区

江
戸
か
ら
続
く
歴
史
と
文
化
を

学
ぶ
講
演
会
を
開
催

台
東
区
に
は
、
江
戸
の
昔
か
ら
続
く
伝
統

行
事
や
神
社
仏
閣
、
名
所
旧
跡
の
数
々
が
あ

り
、
上
野
や
浅
草
を
は
じ
め
と
し
た
ま
ち

と
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
は

今
も
な
お
、
江
戸
の
こ
こ
ろ
と
文
化
が
息
づ

い
て
い
ま
す
。
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度

か
ら
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
に
か
け
て

実
施
し
た
「
江
戸
か
ら
学
ぶ
」
で
は
、“
江

戸
に
学
び
、
未
来
を
拓
く
”
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
江
戸
の
暮
ら
し
・
風
習
、
芸

能
・
文
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
17
回
の

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
続
く
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
度
に
は
、“
江
戸
か
ら
つ
な

ぐ
歴
史
と
文
化
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
学
び

の
視
点
か
ら
『
江
戸
た
い
と
う
』
の
魅
力
に

迫
る
「
江
戸
・
た
い
と
う
学
」
を
開
催
し
、

全
８
回
に
わ
た
る
講
演
会
等
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度

か
ら
は
、「
江
戸
に
親
し
む
」
と
題
し
、
大

河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺

～
」
の
主
人
公
・
蔦
屋
重
三
郎
に
関
す
る
講

演
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
か
ら
続
く
伝
統
芸
能
・

芸
術
文
化
を
楽
し
む
お
祭
り

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
」
は
、

粋
、
豊
か
な
人
情
、
進
取
の
気
性
な
ど
、
心

を
感
じ
る
「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
」
で
、
先

人
た
ち
が
守
り
、
育
み
、
現
代
へ
継
承
さ
れ

て
き
た
多
彩
な
芸
能
・
芸
術
文
化
を
肩
の
力

を
抜
い
て
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。
今
年
で

８
回
目
と
な
る
こ
の
催
し
は
、
台
東
区
と
地

域
や
民
間
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
実
行
委

員
会
が
実
施
主
体
に
な
っ
て
、
主
に
映
画
、

演
劇
、
芸
能
の
３
分
野
に
関
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
か
ど
映
画
会
や
区
内

中
学
・
高
校
演
劇
部
に
よ
る
公
演
、
名
誉
顧

問
の
ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
が
審
査
員
を
務
め

る
「
ビ
ー
ト
た
け
し
杯
『
お
笑
い
日
本
一
』」

を
開
催
す
る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
台
東
区
が
舞
台
の
T
V
ア
ニ
メ

「
ワ
ー
ル
ド
ダ
イ
ス
タ
ー
」
と
コ
ラ
ボ
し
、

今
年
は
、
初
代
林
家
三
平
氏
生
誕
百
年
関
連

企
画
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

台
東
区
に
息
づ
く
多
彩
な
江
戸
の
文
化
資
源
を
区
内
外
に
発
信

台
東
区
で
は
、江
戸
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が
変
わ
り
、「
東
京
」が
誕
生
し
て
1
5
0
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
平
成
30
年
を「
江
戸

ル
ネ
サ
ン
ス
元
年
」と
位
置
づ
け
、本
区
に
色
濃
く
残
る
江
戸
の
文
化
資
源『
江
戸
た
い
と
う
』の
魅
力
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、上
野
の
山
に
位
置
す
る
東
叡
山
寛
永
寺
が
創
建
4
0
0
周
年
を
迎
え
、江
戸
時
代
の
台
東
区
を
舞
台
と
し
た
大
河
ド
ラ

マ「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
」も
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
特
集
で
は
、『
江
戸
た
い
と
う
』の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
か
ら
続
く
地
域
資
源『
江
戸
た
い
と
う
』の
魅
力
を
発
信
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連続講演会「江戸から学ぶ」と「江戸・たいとう学」を
講演会記録集としてまとめました。
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台
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、
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は
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再
現
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、
以
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ま
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。

鎌
倉
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装
束
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に
ま
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射
手
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、
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走
す
る
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上
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弓
矢
を
放
ち
、
壱

ノ
的
、
弍
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的
、
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的
を
次
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と
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抜
き

ま
す
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今
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の
第
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回
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は
、
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に
隅
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園
の
特
設
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内
（
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～
言
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し
、
多
数
の
来
場
者
が
見
守
る
中
で
射
手
の

妙
技
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披
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れ
ま
し
た
。

江
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に
始
ま
る
伝
統
の
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火
を

受
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継
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花
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大
会
」
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は
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保
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に
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た
両
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の
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の
伝
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継
ぐ
花
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大
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で
す
。

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
『
名
所
江
戸
百
景
』
に

も
描
か
れ
て
い
る
両
国
の
花
火
は
、「
両
国

の
川
開
き
」
と
い
う
名
称
で
、
昭
和
36

（
１
９
６
１
）
年
ま
で
両
国
橋
上
流
で
打
ち

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
事
情

の
悪
化
等
に
よ
り
、
翌
年
以
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、
開
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で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
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和
53

（
１
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８
）
年
、「
隅
田
川
花
火
大
会
」
と

し
て
復
活
し
、
今
年
で
48
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
年
７
月
下
旬
に
開
催
し
、
約
２
万
発

の
花
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が
打
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上
が
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ま
す
。
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場所：台東区浅草2-22-13　TEL：03-3842-1990
開館時間：10時～18時　
休館日：毎月第2・4火曜（祝日の場合は翌日）
入場料：無料
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（左上）江戸手描提灯（右）江戸押絵羽子板
（左下）江戸切子

隅田川花火大会

浅草流鏑馬

台東区
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大
河
ド
ラ
マ「
べ
ら
ぼ
う
」の
放
送
を
契
機
と
し
た
、台
東
区
の
魅
力
発
信
の
取
り
組
み

映
、
花
魁
の
衣
装
や
吉
原
を
掘
り

下
げ
る
特
集
パ
ネ
ル
、“
徳
川
幕

府
コ
ー
ナ
ー
”
な
ど
、
大
河
ド
ラ

マ
の
世
界
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
館
に
隣
接
し
た
お

土
産
館
「
た
い
と
う
江
戸
も
の
市
」

で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」

の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
グ
ッ
ズ
を
は
じ

め
、
台
東
区
や
江
戸
に
関
す
る
お
土
産
品
な

ど
計
５
０
０
点
以
上
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千
束
に
は
、
蔦
重
が
吉
原
大
門
前

に
開
業
し
た
耕
書
堂
を
模
し
た
観
光
拠
点
施

設
「
江
戸
新
吉
原
耕
書
堂
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

吉
原
に
特
化
し
た
観
光
案
内
や
お
土
産
品
の

販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

大
河
ド
ラ
マ
館
か
ら
蔦
重
ゆ
か
り
の
地
を
め

ぐ
る
循
環
バ
ス
も
発
着
し
て
い
ま
す
。

官
民
連
携
で
取
組
み
を
推
進

台
東
区
は
、
現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ

「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
」
の
主

人
公
「
蔦
重
」
こ
と
蔦
屋
重
三
郎
の
出
身
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

た
区
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

蔦
重
は
、
寛
延
３
（
１
７
５
０
）
年
、
江

戸
・
新
吉
原
（
現
在
の
台
東
区
千
束
）
で
生

ま
れ
、
20
代
で
吉
原
大
門
前
に
書
店
「
耕
書

堂
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
吉
原
細
見
や
黄
表

紙
本
の
発
行
に
携
わ
る
中
で
、
平
賀
源
内
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
文
化
人
と
交
流
を
深

め
、
喜
多
川
歌
麿
や
東
洲
斎
写
楽
な
ど
の
絵

師
や
山
東
京
伝
な
ど
の
作
家
を
見
出
し
、
作

品
を
次
々
と
ヒ
ッ
ト
さ
せ
て
「
江
戸
の
メ

デ
ィ
ア
王
」
と
し
て
大
成
功
を
収
め
ま
し

た
。
台
東
区
で
は
、
区
と
関
係
団
体
で
、
台

東
区
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
活
用
推
進

協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
を
設
立
し
、
区

の
歴
史
・
文
化
の
発
信
や
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、「
蔦

重
ゆ
か
り
の
地 

台
東
区
」
公
式
サ
イ
ト
を

オ
ー
プ
ン
し
、
蔦
重
の
生
涯
や
ゆ
か
り
の
地

な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

https://taito-tsutaju.jp

浅
草
に
開
館
し
た「
べ
ら
ぼ
う 

江
戸
た
い
と
う 

大
河
ド
ラ
マ
館
」

大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
の
放
送
を
機

に
、
今
年
２
月
１
日
、「
べ
ら
ぼ
う 

江
戸
た

い
と
う 
大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
、
台
東
区
民

会
館
９
階
に
開
館
し
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ

館
内
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ま
で
の
９
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
は
蔦
重
を
演
じ
て
い
る
横
浜
流
星

さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
が
来
館
者
を
お
出

迎
え
し
ま
す
。
ド
ラ
マ
の
衣
装
や
キ
ャ
ス

ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
、
小
道
具
の
展
示
、

歌
麿
・
写
楽
の
浮
世
絵
の
高
精
細
映
像
の
上

巻頭特集 425� 25/07/29

江戸のヒットメーカー 
蔦屋重三郎と江戸文化

協議会が小学生向けに制作した小
冊子。蔦屋重三郎と江戸文化につ
いて楽しく学べます。

正法寺（蔦重の菩提寺）

五十間道と耕書堂跡

蔦屋重三郎 ゆかりの地マップ

べらぼう 江戸たいとう 大河ドラマ館
開設場所：台東区民会館9階（台東区花川戸2-6-5）
開館期間：2025年2月1日～2026年1月12日
開館時間：9時～17時（最終入館16時30分）
休館日：毎月第2月曜（祝日の場合は翌日）、年末年
始等
入館料：大人800円、小人400円ほか
主催：台東区大河ドラマ「べらぼう」活用推進協議会

たいとう江戸もの市
場所：台東区民会館9階
（台東区花川戸2-6-5）
営業期間：2025年2月1日～2026年1月12日
営業時間：9時～17時
休業日：毎月第2月曜（祝日の場合は翌日）、年末年
始等
入場料：無料

江戸新吉原耕書堂
場所：台東区千束4-24-12
営業期間：2025年1月18日～2026年1月12日
営業時間：10時～17時
休業日：毎月第2月曜（祝日の場合は翌日）、年末年
始等

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

江戸の『江』
弁天堂と不忍池を表現

松葉模様
隅田川花火を表現

江戸の『戸』
月の松を表現

歌川広重画
『名所江戸百景 上野山内月のまつ』

歌川広重画
『東都名所 不忍之池』

歌川広重画
『名所江戸百景 両国花火』

イメージ図
掲
載
画
像
は
全
て
国
立
国
会
図
書
館
蔵
／

国
立
国
会
図
書
館
W
e
b
サ
イ
ト
よ
り

「
蔦
屋
重
三
郎
ゆ
か
り
の
地 

台

東
区
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
を
公
募

協
議
会
で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
を
契

機
と
し
た
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
令
和

６
（
２
０
２
４
）
年
４
月
12
日
か
ら
５
月
17

日
ま
で
の
期
間
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
Ｐ
Ｒ
イ
ラ
ス
ト
・

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
57
件
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

６
５
２
件
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

１
２
２
件
、
イ
ラ
ス
ト
20
件
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
を
経
て
、
採
用
作
品
を
決
定
し
ま
し

た
。
採
用
作
品
は
、
事
前
の
使
用
申
請
が
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
使
用
で
き
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
を
使
用
し
た
文
房
具
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
は
、
江
戸
新
吉
原
耕
書

堂
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ム
ス
ジ
ャ
パ
ン
と
連
携
し

新
商
品
開
発
支
援
事
業
を
実
施

台
東
区
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
を
契
機

と
し
て
、
株
式
会
社
ビ
ー
ム
ス
が
運
営
す
る

「
B
E
A
M
S 

J
A
P
A
N
（
ビ
ー
ム
ス
ジ
ャ

パ
ン
）」
と
連
携
し
、
審
査
で
選
ば
れ
た
区

内
企
業
８
社
が
取
り
組
む
「
江
戸
」
や
「
蔦

重
」
に
関
連
し
た
新
商
品
の
開
発
、
既
存
商

品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、
区
内
中
小
企
業
に
よ
る
大
河
ド
ラ
マ

を
契
機
と
し
た
手
土
産
品
の
開
発
に
対
し
て

も
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
、

た
い
と
う
江
戸
も
の
市
で
販
売
す
る
と
と
も

に
、「
江
戸
た
い
と
う
粋
な
手
土
産
」
と
い

う
タ
ブ
ロ
イ
ド
を
作
成
し
、
区
内
外
へ
広
く

P
R
し
て
い
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
ぐ

『
江
戸
た
い
と
う
』

台
東
区
で
は
、
江
戸
か
ら
続
く
伝

統
・
文
化
、
産
業
、
観
光
な
ど
の
地
域

資
源
『
江
戸
た
い
と
う
』
を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ

「
べ
ら
ぼ
う
」
の
放
送
を
き
っ
か
け
に
、

本
区
に
息
づ
く
江
戸
文
化
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
台
東
区
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で

あ
る
『
江
戸
た
い
と
う
』
の
魅
力
を
区

内
外
に
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
人
々
を

惹
き
つ
け
る
活
力
あ
る
ま
ち
の
実
現
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
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